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会 長提 案 の本 件(友 の会 便 りNα5,62.4.27)

に っい て は 、 第2回 定 例 講 演 会(62.12.19)の

席Lお 話 し し ま した よ うに 、 会 員 数 名 か らな る 実

行 班 が5月 か ら10月 ま で 毎 月3回 を こ れ に あ て ま

した。 当初期間 は一 応3か 年 を ア定 したの で すが 、

南 区 の 高 い 山か ら ビル の 谷 間 の街 、 さ らに北 区 、

白 石 区 の 元 泥炭 地 な ど な ど を 歩 い て い る うち に 考

え の 甘さ を知 らさ れ ま した。 すで に諸 先 輩 の 手 に

な る資料 は部 分 的 に は あ る ので す が 、 それ は それ

と して、 現 札 幌 に キ ク科 か ら シダ類 まで どん な 草

や木 が 何 種 ぐ らい野 生 して い るか を っ か む の が 目

的 なの で 、 ま とめ を 急 が ず じ っ くり取 り組 む の が

正道 で しよ う。

こ こで は 中 間 報 告 の1例 と して 灯 台 も との 北 大

キ ャ ンパ スを の ぞ く こ と と しま し た。 広 大 な 敷 地

は ナ ガパ グサ の 芝 生 が 大 半を 占め 、 そ の 他 自然 林

の いわ ゆ る 「原 始 の 森 」 、 遺 跡 保 存 庭 園 、 第 二農

場(こ こに 重 要 文 化 財 指 定 の 家 畜 舎 な ど が あ る)、

池 、 そ して 荒 れ た 放 置 地 で 構 成 さ れ て い る。 こ

れ らの地 域 にあ る植 物 の うち栽 植 もの は別 と して 、

自生 種 と帰 化 種 の 総 数 は 約260、 そ の 内容 は帰 化 約

27%と 高 く、樹 木 は17%位 とな って い る。 ハ ル ニ

レ、 ヤ チ ダモ 、 ハ ン ノキ の 大 木 と 共 に カ ラコ ギ カ

エデ が 茂 り森 の 下 草 と して ヒ メザ ゼ ンソ ウ 、 ア ズ

マ イチゲ 、 ミズバ シ ョ ウ、 オ オ バ ナ ノエ ン レイ ソ

ウ、 クロユ リ、 キバ ナ ノアマ ナ、 エ ゾ エ ンゴ サ ク、

ヤブケマ ンな ど健在 であ り、一方 セ イ ヨウタ ンポポ、

オ オ ハ ンゴ ンソ ウ 、 オ オ ア ワダ チ ソ ウ、 オ オ ス ズ

メウ リ、 イ ワ ミツバ 、 ドクニ ン ジ ン、 オ オ ス ズ メ、

テ ッポ ウ な どわ が もの 顔 に ば っ こす る帰 化 植 物 が

あ る点 を こ こ の特 徴 と して あ げ る こ とが で き るで

あ ろ う。

な お興 味 深 く思 った水 草 にふ れ て お きた い。 工

学 部 の 南側 に大 き い人 工池 が あ る。 そ こに は 花 ど

き が 見 もの の ヒツ ジグ サ(ま たは ス イ レ ン、 大 半

は 園 芸品 種)以 外 に ガ マ、 ミク リ、 ク ワ イ?、 ウ

キ クサ 、 タ ヌキ モ 、 ホザ キ ノ フ サ モ、 イ トモ、 ホ

ソバ ノ ミズ ヒキ モ そ して エ ビモが あ る。 この 植 生

は 一一一見 不 思 議で あ るが 、 周 知 の よ う に この 場 所 が

か って の キ ャ ンパ ス内 を 蛇 行 して い た シ ャ ク シ

(サ ク シ)コ トニ川 の 沼 湿 地(今 も湧 泉 が あ る)

で あ った こ と を思 え ば 十 分 う なず け る。 事 実 園 芸

種 スイ レ ンと ク ワ イ?を 除 く他 の す べ て は 篠 路 か

東 米 里 と の共 通 種 で あ る。(北大 正門 か ら入 った 道

路 の下 を右 重の 百年 記 念 館 へ 通 じ流 れ て い る水 は

今 日で は モ ー タ ー ア ップ した もの で シ ー ズ ン中 の

み)。

最 後 に ミズバ シ ョウ(10数 株 あ る)に つ い て 記

録 してお きた い ことがあ る。 夏の あ る 日森 を訪 ね 、

あ の堂 々 た る 葉を 勢 い よ く展 開 して い る根 本 の く

ぼ地 に 「1がい った と き水 が 光 っ た。 お か しい そ と

っ ぶ や き なが ら近 づ きよ く見 た ら、 そ こに 小 さ い

配管 が 横 た わ って い た。 恵 迫 寮 跡 の 野 球 場 施 工 の

際 、60年 、施 設 部 の い きな は か らい に よ る もの と

思 わ れ る。 これ は数 あ る大 学 の う ち北 大 キ ャ ンパ

スの み に あ る 「原 始 の 森 」 に対 す る北 大 本 部 の 高

い 評価 の 表 われ で あ ろ う。 この 実 例 か ら して「 原

始 の森 」 の 保 全 は実 証 され て い る とみ るこ と が で

き て うれ しい。
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